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第 13回 医療疫学講習会 

 
本講習会は、ICT やAST に関わる医療従事者の皆様が現場の実務や研究で活用できる医療疫学の知識を学べる

場を提供しています。今年度は、現地参加型とオンライン参加型（ZOOMウエビナー視聴）で開催致します。多く

の皆様のお申し込みをお待ちしています。詳細はプログラムをご覧ください。 

 

日時：2025年 7 月 5日(土) ９:３０-17:00 

 

参加対象者： ICT・AST 活動や医療疫学に関わる医療従事者（定員に達し次第、募集を終了します） 

・オンライン：約 100 名 

（オンラインでのご視聴は、午前の講演部分のみの参加となります。） 

・現地参加 ：約 30名 

（「アウトブレイク調査の基本（演習）」は会場での参加が必須です。「アウトブレイク調査の基本（演

習）」を受講される方は必ず現地参加としてください。） 

 

講習会の目的 

 医療疫学者としての基本的な問題解決のためのスキルや危機管理の視点の習得 

 医療疫学分野における情報の発信に関わるスキルの習得 

 医療疫学分野の最新の知見のアップデート

受講料：無料 

形 式： Zoomウェビナーによる配信および現地開催のハイブリッド型 

 
申し込みフォーム 

・オンラインでのご参加（約１００名） 

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_jIqgDQuuSS6A3N7hgmzc8g 

 

・現地でのご参加（約３０名） 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeSzQd2a0Y3KkWkkRq7CpNnBCrDEVlhmpPbbf1Dxdp1o
KRdCw/viewform?usp=header 
 

※お申込みいただいた方に、後日詳細のご連絡を差し上げます。 

 

お問い合わせ窓口： 

国立健康危機管理研究機構 国立国際医療センター 

厚生労働省委託事業 AMR臨床リファレンスセンター 

住所: 〒162-8655 東京都新宿区戸山1-21-1 

E-mail : hospitalepidcc＠jihs.go.jp  

TEL: 03-3202-7181(代表) 担当： 4875 

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_jIqgDQuuSS6A3N7hgmzc8g
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeSzQd2a0Y3KkWkkRq7CpNnBCrDEVlhmpPbbf1Dxdp1oKRdCw/viewform?usp=header
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeSzQd2a0Y3KkWkkRq7CpNnBCrDEVlhmpPbbf1Dxdp1oKRdCw/viewform?usp=header


第 13 回 Healthcare Epidemiology (医療疫学講習会) プログラム 

事前準備（e-learning） 

内容 時間 講師 

（1）医療疫学の基本 40分 岡本 耕 

東京科学大学 感染症内科 

（2）アウトブレイク調査の基本的な考え方 30 分 山岸 拓也 

国立健康危機管理研究機構 

国立感染症研究所 

薬剤耐性研究センター第四室 

（3）アウトブレイク調査で役立つエクセル集計 

のコツ 

30 分 中下 愛実 

国立健康危機管理研究機構 

国立感染症研究所 

応用疫学研究センター 第一室（薬剤耐性

研究センター 第四室 併任） 

（4）Healthcare epidemiology(医療疫学) の 

ための疫学・統計の基本 

６０分 本田 仁 

藤田医科大学病院感染症科 

（5）医療疫学系論文の読み方 45 分 都築 慎也 

国立健康危機管理研究機構 

国立国際医療センター 

ＡＭＲ臨床リファレンスセンター 

応用疫学室 

 参加者限定で上記の e-learning をご視聴いただけます。 

 「アウトブレイク調査の基本（演習）」にご参加される方は当日までに（2）（3）をご視聴くださ

い。 

 e-learning に関する詳細は、後日ご連絡いたします。 



第 13 回 Healthcare Epidemiology (医療疫学講習会) プログラム 

2025年 7 月 5 日(土) 

時

 

内容 講師・司会 

9:25 オープニング リマークス 
早川 佳代子 

国立国際医療センター 国際感染症センター 

9:30-10:00 

（30分） 

感染症領域の下水サーベイランスの 

活用と課題 

村上 道夫 

大阪大学 感染症総合教育研究拠点 

10:10-10:40 

（30分） 

感染性呼吸器粒子 （Infectious 

Respiratory Particles, IRPs）と 

感染対策 

坂本 史衣  

板橋中央総合病院 院長補佐  

感染対策相談支援事務所 所長 

10:50-11:20 

（30分） 

DASC（Days of Antibiotic 

Spectrum Coverage）による 

抗菌薬適正使用の評価 

柿内 聡志 

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科  

臨床感染症学分野 

11:30-12:00

（30分） 

効果的な微生物データの 

プレゼンテーション 

大石 貴幸 

済生会横浜市東部病院 感染管理対策室 

12:10-12:40

（40 分） 
疫学者のためのChatGPT 

山口 征啓 

コネクト合同会社 

12:40-12:50 パネルディスカッション・質疑応答 ＊講師陣 

12:50-12:55 

前半の部 クロージング リマークス 

 

※オンライン参加（視聴）の方は 

ここまでで終了です。 

岡本 耕 

東京科学大学 

 お昼休憩  

14:00-17:00 

（180分） アウトブレイク調査の基本 

～演習を通じて 

（会場：国立健康危機管理研究機構  

   国立国際医療センター） 

 

※グループに分かれ、机上にてアウトブ

レイク調査のシナリオ演習を行います。 

山岸 拓也、中下愛実 

国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター第四室 

 

18:00-20:00 懇親会 ※現地参加者のうち希望者のみ 

* 講師陣（50 音順） 

岡本 耕（東京科学大学）、笠原 敬（奈良県立医科大学 ）、吉田 眞紀子（東北医科薬科大学）、 

本田 仁（藤田医科大学）、奥村 暢将（名古屋市立大学医学部附属 東部医療センター）、山岸 拓也

（国立感染症研究所）・早川 佳代子・守山 祐樹（国立国際医療センター） 
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